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の仮定により（*＊＊＊*)は非自明な解躯2,"3, ･ ･ ･ ,範,@を持つ。これをその






liilA=(a,,a2, ･ ･． ,｡")=
をそれぞれAの列ベクトル表現，行ベクトル表現として
rank列A:=rank{a,,Q2,…,a"},
rank行A:=rank{b,,b2,･･･,b"},
rallk行列式A:={Aの0でない小行列式の最大次数}.
と定義すると定理，定理1,2より
rank列A=rank行A=rank行列式A
中嶋興澄：線型代数に於ける或る定理281
となる。これを改めて
rankA:=rank列A=rank行A=rank行列式A
と定義して行列Aのrankと云う。
参考文献
lll木村英紀Kimura,H. 『線形代数』L伽"rAj9e6m, (inJapanese):
東京大学出版会theUniv.of'IbkyoPress,2003,(x+233)pp..
(received30January2021.)
